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の第7回会議が昭和45年5月12胃から23目までベトナ

ムのサイゴンで開催され佐野海外室長が政府代表と

して出席した.日本政府がCCOPに対して行なっ

た調査集団研修恋どの援助に対し加盟各国から感

謝が述べられさらに今後の援助カミ要請された.

エカフ･･第8回地質専門家会議および鉱物資源開発小委員

会の合同会議が昭和45年8月20目から31目までイン

ドネシアのバンドンで開催され鉱床部大町金属課

長が政府代表として出席した.エカフェ事務局に鉱

物資源開発センタｰを設立する構想カミ討議され先進

国の1つとして日本からも専門家の派遣に協力するよ

う要請された.

そのほかエカフェ水資源開発地域会議が昭和46年9-10

月タイのバンコクでエカフコ｡第4回アジア経済協力閣僚

理事会が昭和45年12月アフガニスタンのカブｰルでエ

カフェ第23回産業天然資源委員会が昭和46年1-2月

タイのバンコクで国連第1回天然資源常設委員会が昭

和46年2-3月アメリカのニュｰヨｰクで開催され

対処方針の作成などに協力した.

第7回国際鉱物学会議および鉱床成因国際学会会議(IMA-

IAGODMeetings'70)が8月27目から9月2目の

間東京および京都で開催され世界40数カ国から数

100名の研究者が参加した.当所からは砂川鉱床部

長が事務局長をつとめ10数名の研究者が参加し論

文発表改らびに討論に参加した.

水地球化学および生物地球化学国際シンポジウム(IAGC)は

9月6目から12目の間東京で開催され当所からは数

名が参加登録を行友った.

世界海洋会議(OCEANWORLD)は9月!4目から25目

g間東京で開催され当所からは1名が参加した.

地熱資源の利用および開発に関する国連シンポジウムは9

月21目からユ0月4目の間イタリアのピサで開催され

当所からは角技官ならびに中村技官(在エチオピア)

が参加した.

天然資源の開発刊刷二関する日米会議は!964年5月に発足

し天然資源に関する科学技術交流の共同計画が行な

われるように放りこの計画は年々活発になってきて

いる.会議は!2の専門部会をもち当所としてはそ

の次かの新エネノレギｰの開発および海洋資源に関与し

ている.

海洋工学日米合同セミナｰは3月18目から19目の間東京

で開催され当所からは海底鉱物資源潜水技術海

底調査海底地質の各部会に参加した.
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日本鉱物学会

昭和46年6月3目

(木)～5目(土)

日本鉱物学会昭和46

年度総会および年会

名古屋大学プラズマ

研究所講堂

名古屋市千種区不老

町次お6月6目

7日岐阜県平瀬鉱

1⊥1に巡検旅行を行なう.

4.日本鉱物学会

5.大阪大学教養部地学教室目本鉱物学会行事幹事久米1唱]
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1.197!年8月18目～27目

2.国際水文地質学会アジア地域会議

3.東京

4.日本地下水学会

5.川崎市久本135地質調査所水資源課内

目本地下水学会留(044)86-3171(代)
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1.1971年6月21目(月)～7月2目(金)

2.結晶成長国際夏の学校

3.オランダライデン市近郊
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4.同上組織委員会
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1.1971年7月5目(月)～9目(金)

2.第3回結晶成長国際会議(ICCG-3)

3.フランスマノレセｰユ市

4.同上組織委員会

5.SecretariatICCG-3,Facu1t6desSciences,Saint･J6r6me

13Marsei11e(13色),France

日本地学教育学会

1.昭和46年8月24目(火)～29目(目)

2.日本地学教育学第25回全国大会

3､東京都立教育研究所及び東京学芸大学

4.日本地学教育学会

5.東京都小金井市貫井北町東京学芸大学地学教室内

目本地学教育学会留(0423)21-1741
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日本分光学会

昭和46年5月24目(月)～25目(火)

昭和46年度目本分光学会通常総会･講演会研究発表

衣らびに装置部会シンポジウム

国立教育会館東京都千代困区霞ケ関3-2審(03)582-1251

日本分光学会

東京都新宿区百入町4-400東京教育大学光学研究所内

目本分光学会留(03)362-7881

〔注〕

開催年月2.会合名3.会場4.主催者

連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


